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1．はじめに

 最近英語教育の申で，再び「読み」の能力の見直しが行われて来ている。そ

れは、一つには社会に出て現に英語を用いている人達が，実感として自分たち

は話したり聞いたりする能力に比べて読むことは出来ると思っていたのに，そ

れも実は実用の域に達していなかったと言う気づきを持ち始めた事にもよる。

ポピュラーな英語上達法の雑誌や本の多くに，r速読法」であるとか，その他

種々の読み方に関する物が出版されていることなどに，社会人の申に読み能力

を付けたいと言う強い願望があることが読みとれる。1

 この日本人の読解力の低さは，研究者による各種の調査結果にも，より明確

かつ客観的に出ている。Fa・h・dyが800人の外国人留学生に対して実施した英

語の各能力の比較では，日本人学生の読み能力は12ケ国中最低であった。2ま

た大谷はUCLAで実施したESLPE（Eng1i・hasaSe・㎝dL・ng・age
Pla・ement E支・min・tion）の結果の国別比較を通して，日本人大学卒業生の読

解力は平均点からほど遠いと報告している。3松村は「読めると言う日本人の

自負は残念ながら空想にすぎない」とまで言っている。’

 この現象は日本の大学レベルでの英語教育の主流が読解に置かれてきたこと

を考えれば，一見不思議に思えるが，同時にそれらの授業の重点が主として

「内容を正確に理解する」精読のみに置かれていることを考え合わせると当然

とも言える。昂これらの授業に対する反省から講読の他の面をのばす努力がな

され，教材選択面での工夫，6多読の試み，7語い力の関わりの研究，8また速

読法も機器を用いるものや9コンピュータ利用の可能性10などと種々の成果が
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発表されてきている。

 本校での試みも，語い力を付けることに努力を集中した時期，速読に工夫を

こらした時期，また易しいものを多読させることに重点を置いた時期と変遷を

たどるが，それらを総合して考えると読解カを付けるには上記のいずれかに片

寄ることなく，統合したプログラムを組むと言う平凡な結論に落ち着く様に思

える。11更にそれが実際に役立つ力となる為にはG・・ki1112も言うように

・e・di㎎・ki11を育成すると同時にfluencyを得させるために日・tu・1readi㎎

を充分にさせる必要がある。13つまり精読と多読の有機的な組合わせが不可欠

である。

 この小論には本校 一英語科の短期大学一 において筆者が試みている精読

と多読を組合わせた講読教授法を記す。重点は技術の獲得をふまえその上に学

生が英文を読む楽しさ，自信，そして意欲を持って卒業していけるような形に

したいという点にある。筆者はそれを精読を主とする。la・・workと組合わせ

て，自由読書という形で学生に自分で自由に選んだ本を一ケ月に一冊を目標に

読ませるという多読プロジェクトを行うことにより達せられるのではないかと

考えている。その実践の記録と学生からのフィードバックの分析を載せる。

皿．読解の技能と到達目標

 読解力を構成する要素・要因がすべて解明されている訳ではないが，基礎的

な研究はかなり進められており，その技能に含まれるべき各要素も各種の分類

がなされている。Ha・・isは読解に必要な能力を次のように分けている。14

1言語と記号
2思想（ideas）

 a書き手の意図と中心的な考えを発見すること

 b命題（thesis）を支える下位の考えを理解すること

 C正しい結論と推論を引き出すこと

3語調（tone）とスタイル

 ・主題と書き手の態度を理解すること

 b思想を伝えるための方法と文体上の工夫を発見すること

短大レベルにおいて学ぶべき技能は，この2と3の項目に当たるものである。

その内容をSim㎝・がリストアップしたより詳細な技能表現を用いて記述すれ

ば次のようなものになろう。15
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 ・事実と意見とを区別する技能

 ・paragmph内のkey wordを探す技能

 ・topic s㎝t㎝ceを見付ける技能

 ・思考の単位（thought unit）で読む技能

 ・結果を予測する技能

 ・新しい考えと古い考えを融合する技能

 ・一般化（generaIiZe）する技能

羽鳥はこれらに加えて次のように表現出来る能力を挙げている。H

 ・速く読める

 ・未知語の意味を文脈から見当がつけられる

 ・過去の経験と文中に述べられていることを結び付けられる

 このような能力を段階に分け到達目標として表現することは，初歩のレベル

においては可能であるが，上級になるにしたがって難しい。’7 塩沢は高校卒

業段階で期待すべき読む力を「3000語の語いと既習の文型・文法事項よりなる

説明文を一分間60－80語の速さで黙読し，正確に内容を理解する力」としてい

る。H その上に積む大学教養課程の目標は安藤の表現によればこうなる。19

 ・約6000語の単語と既習の文型による比較的易しいテキストを楽しみながら

  速読・多読できる

 ・速度は一分間200語で理解度は7割以上

 ・それ以上難しいテキストは辞書を用いて精読ができる

 ・文学作品を鑑賞的態度で読んで，主題と思想を掴むことができる

 本校においては，講読教師間の合意事項として授業の到達目標を講読

1（1年），講読 皿（2年）それぞれを次のように定め学生要覧に記載して

いる。

英文竈記1

  英文に慣れることを目的とする。日本語に課さずに読む習慣をつける。語

 い数を増す（5000語程度）。英英辞書を使えるようにする。読書スピードを

 増す（150wpm）。解説的論文を正確に読めるようにする。一主題・構

 成・要旨の理解。主要な論点と従属的説明の区別。事実と意見の読み分けな

 ど一。

英文講読皿

  1年で身に付けた技術をさらにみがく。読書スピードは200wpm，語い
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 は7000語をめざす。異なったタイプの文章にふれ，それらを的確に理解する

 と同時に，批判的読みの力をつけ，自己の思想を深める。すぐれた内容や表

 現を持つ作品を味うことにより，読書を楽しむ習慣を身につける。

 この要覧に表されている到達目標は，大まかに言えば，1年時で基礎的な技

能を身につけさせ，2年時においてはいわゆるtechniqueに加えて，読む行為

が自己の在り方に影響を与え，豊かにするものであるという経験をさせ，その

経験を通し生涯にわたって読書を楽しむ習慣を身につけさすという「態度」に

関わるものが記されている。この部分は生涯教育への橋渡しを行う役割を担う

短期大学の最終学年のカリキュラムにおいては特に大切と思われる。

皿．授業形態

 クラス編成は，一クラス32名程度で名簿順の割り当て制である。授業時間は

一時間50分，週3時間，年間ぽぽ28週程度である。この体制では，上記の目標

を達するには時間が不足する。特にfluencyを得させるためのextensive

・e・di㎎を行う時間が取りにくい。そこでこの大量の英文にさらす（expo・ure）

部分の作業を通常のクラス・ワークからは切りはなし，自由読書と呼ぶプロジ

ェクトとして行う事にした。ただしこれがあくまで授業の一部であることを認

識させるため，このプロジェクトの成果は評価を行う際に30％の重みを持たせ

る。そして通常のクラス・ワークは正確な読みを目指すint㎝・ive readi㎎

を中心にする。20

1V．クラス・ワーク

 プロジェクトの説明に入る前に，通常の授業の説明をしておく。

記 記 1

 授業全般の導入としてまず「読む」一英文を日本文を読むのと同様に訳すの

ではなくr読む」一とはどういうことかを理解させる。その方法は目を用いず

に耳でもって英文を聞き理解するプロセスを例とし，次々と消えていく音声化

された英文を理解するためには，冒頭からs㎝se gmpごとにその内容をイメ

ージ化し，その集積としての文の意味を捉える習慣をつけねばならない事を説

明する。これは同時通訳と同じ方法で永井の言うF I F O方式（fir・t in fi正・t

Out）である。’’その訓練を行うには大体2週間ほど要する。

 同時にvo・・bul・・y buildi㎎の心要性を理解させる。これも単語を日本語に
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置き換えて理解するのでなく，C㎝teXtの申で英語のS㎝・eで分かる訓練をす

る。具体的には，読んだ内容について英語で質問をし，英語で答えられるよう

に訓練する。これは年間を通じて行う。またある単語の意味を英語で

p・・aphmse出来るようにする。そのため一に，最初の2週間で英英辞書の用い

方を教える。これもその用い方を定着さすために，毎時間の予習は主として英

英辞書を用いて行わせ，年間を通じて毎時間授業の開始前5分を割き，その日

に扱う教材の申から5個の単語のdictationとpamphmseをqui・として行う。

また各教材の申で用いられた重要単語は，種々の・㎝teXtの申でeXe・CiSe

を行い定着化を図ると共に，期末の試験においても単語の比重をかなり重く

し，単語を増す努力がむくわれるようにする。

 次のステップは，英文を読むとは，日本語に置き換えるのではなく，その書

かれている内容を把握することだと理解させ，それを身につけさす訓練であ蚕

訳さずに内容を正しく把握しているかどうかを確認するにはSummariZeさせ

る方法をとる。pa・a帥ph単位で読みすすめ，1par螂aphを音読または黙読

しおえると，目をテキストから離してそのmainideaをまとめて言わせる。こ

れもほぽ年間を通じて行う。pam脾ph単位の読みの次は町ticle単位の構成

を掘ませることで，後期に入り構成のしっかりした文を用いアウトラインをと

らせる。また後期には授業の初めに前回の授業の内容を英語でSummariZe

する作業が加わる。このように一年の授業の重点は，高校までに行ってきた一

文単位で英文を日本文に訳すという形の読みを離れ，pamgmph単位，article

単位で著者の伝えようとする内容を受け取る読みに切り替えることになる。著

者の書いている内容の正確な理解の次のレベルの読みは，自己がそれをどう受

けとめるかである。後期には1article読み終えるとその内容に対して

di・cus・i㎝を行った。discu・・ionをする習慣の無い日本人の学生対象に，内容

のあるdi・CuSSiOnを成立さすためには工夫がいる。まず各自が読み終えた時点

で感想文を書く。それをクラスで読みあうことをもとに話しあう形式をとっ

た。

 以上述べてきたsumm・・y，outlineまた感想文作成などの作業は，すべて著

者の意図を正しく掘みかつ表現するために，学習した箇所を繰り返して読む必

要がある。この繰り返して読むという作業が英文に慣れる一番大切な要素だ。

そこで教師としては，この他にもあらゆる口実をもうけ，課題を与え，学生が

教材の本文を繰り返し読まねばならない作業を与える。それは用いる教材によ
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り登場人物の性格を考えさすものであったり，劇化して役をきめて読むことで

あったり，図面，地図，家計簿，また献立表の作成であったり，また試験問題

を作成する作業であったりする。これらの工夫は’，英語学習用に書かれている

ため内容的に大学生の知的要求に合わない教材を繰り返して読ますために，欠

くことの出来ないものであろう。

 速読の訓練それ自体にはそれほど時間は割がない。s㎝se gmupごとに読む

訓練は速読の基礎になる。英間英答，Summari・e，感想文作成などの作業はそ

の為に自然に・kimmi㎎と・cami㎎をさせることになる。前期の半ばに，速

読法に関する記事を読ませる。この資料を四つに区切り，順に時間を計って読

ませる。各自に最初のものから順に先に読み進むにつれて，読むスピードが上

がることを実感させる。学生は著者の用いる文体や単語に慣れるにつれ，また

内容の予測をつけることで自分の読む速度が上がることをこの作業を通して知

る。その上で各自に自分自身の前期，後期の終りに到達したいreading・p㏄d

の語数を登録させる。

 翻訳は前後期の終りの2時間ほどを当てて行う。原文のt㎝eや・tyleを掴

ませることが主目的である。同じ内容を異なった人物がそれぞれの立場で述べ

ている複数の文を与え，訳文にそのt㎝eやstyleが反映するように工夫をさ

せる。お互いの訳を読み比べるのは楽しい作業である。

 教材は主としてE S L教材を用いる。多くの単語にふれさすため異なった主

題を持つ解説的論文をえらぶ。ここ数年はAm・・ゴ・m T0枇∫（Pr㎝tice－Hall）

を用いている。クリスマス前後には新約聖書Gooa W㈹∫加・Moae閉M伽

（Ame・ic・n Bible Society）を読みあげる。テキストを中心にしての調べ読みを

させるため，図書室にあるrefemce booksを用いる課題も与える。主として

百科事典，それも中高生向きのn・W0・〃B00尾ルCツ・’0卵a〃を使わせる。

その他音楽辞典，地図，料理の本なども用いる。インディアン間題や公害問題

を読んでいる時は，それ等に関する日本語の本を一冊ずつ読ませた。何語であ

れ現在学んでいる題材に関連した他の資料を調べることを通じて世界が広がる

経験をさす事が大切だからである。

 文学作品は学年末に短い小説を一つ読む。themeが学生の共感を得やすい

もの，p10tや。hamcteri・ation，styleの複雑で無いものを選ぶ。Barbara

Robinsonの丁尻eBe∫fC加55切ωPαgm材ルer（AvonCamelot）であるとか

英訳されたものであるがS日int－Exuperyのneム”eル伽eなどである。
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物語の展開を楽しむため一回に読む分量は多くし2章ほどずつ進む。予習のガ

イドとして質問を与えておき，それに答える作業で流れやポイントをつかめる

ようにする。授業申はthemeについての話し合いや，裏に隠された意味の読

みとり，たくみな表現の鑑賞など，楽しむことに重点を置く。これは一年間

infOmati㎝の正確な読みとりに重点を置いていた授業の最後に与えるボーナ

スのようなもので，教師も学生もおおいに楽しむ。22

 指導する際に留意する点は，でき得る限り，課題を与える時にその作業は何

の為に行うかを説明することだ。大学生であり，英語の力をつけたいという

mOtiVati㎝のある学生を対象としているのであるから，この目的の明確化は自

覚的な学習を促進させるのに役立つ。

請 読 皿

 2年時には大人としての読みを要求する。1年時のように教授法によって興

味をひくのでなく，読む作品自体の持つ魅力をバネとして読み進める。したが

って授業展開は年間を通じほば同一のパターンをとる。

 ・最初に作品を読む時は，細切れにせず必ず最後まで通読し何について書い

  であるかを考えさす。

 ・その上で，一つの教材を3，4回に分けて読む。

 ・各授業の始めは復習として前回に読んだ部分の。ra1・ummaryをさす。

 ・予習は英々辞書を用い，授業出席前に単語は覚えてくる。毎時間授業開始

  前に単語5コのdi・t・tionとparaphr・・eのqui・をする。

 ・p・ragraph単位で読み進め，main ideaを読みとらせる。

 ・分かりにくい表現，文型，内容に関する質問を受ける。

 ・内容についてのdiSCuSSi㎝，文化的説明。

 ・oml re・ding，戯曲の場合は役を定めて読む。

 ・関連事項の調べ読みを図書館の資料を用いて行う。0m1repOrtか

  witten repOrtの提出。

 ・一作品を読みあげる度に，その作品についての評論（英文でも日本文でも

  可）を書かせ，それをもとに討論をする。

 語いのレベル，文体，論理の展開の面で，自己の知的生活を広げていける読

解力をつけることに重点をおく。また読むことを学ぶだけでなく，読むことに

より学ぶ面も重視する。つまり読む行為を通し自分の世界を広げ，社会の問題

や人間の在り方に目を開かせる。また受け身に著者の考えを正確に読み取るこ
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とから一歩進め，主体的にそれを自分はどう読むか，他人はどう読むかを確か

めあい，自分の生きかたを考える読みを要求する。また読んだものを鵜呑みに

しない批判力を身につける訓練をする。内容の妥当性，視点による解釈の差，

構成・表現・用例の適切さなどを考えさす。

 これらを行うために大切な要素は教材の選択である。次の点を考慮して選ぶ

 ・0rigina1であること。語学学習者用に書き直していない作品を用いる。

 ・論説文，随筆などを主とし，雑誌記事程度のもの。

 ・主題は学生が現在および将来の生活で考える基礎となるもの。（差別，公

  害，資源保護，人口，教育，婦人，平和問題など）

 ・内容的に深いもの。

 ・必ずしも申立で良識的なもののみに限らず，bi・・のあるものや弱い作品

  も入れる。

 ・最後に文学作品を一つ読む。最近は戯曲William Gibs㎝の〃・”e

  Wor々erを読んでいる。

取りあげた作品例。

 John Corry 一‘A M㎝Ca11ed Perry Horse”H〃声e〆3Mα8α2伽，Dick

Gregory HHigh School Days”M｛gger，Ian Stevenson “People Aren’t Bom

Prejudiced’’P〃e肋I Mαψ2｛m，Morton Hunt“How Do You Choose a

Mate”To北ツ’∫L〃mg，Paul Ehrlich ’‘Are There Too Many of Us”

Mκα〃’∫Mα8倣｛m，Paula Stem HThe Wommly Image”ne〃αn此

Mo刎〃ツ，Shir1ey Chisholm’‘Breaking the Ru1e’’σ泌。“g〃伽6σ肋。∬e6，

Joan Baez“Song for a Small Voyager’’McCall’s Magazine．など。

V．自由記書プロジェクト

目 的

 読解力のもう一つの要素であるf1u㎝cyをつけ，同時に読む楽しさを味あわ

せ，自信と読み続けようという意欲を持たせることがこのプロジェクトの目的

である。flu㎝cyの内容であるが，解釈力や類推力が増すだけでなく，読みの

スピードや語いも増すことを期待している。

方 法

 ルールは一ケ月に一冊，自分で自由に選んだ本を読み，そのレポートを提出

することである。その成果は期末の評価に30％分として加算される。
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 選ぶ本の範囲は1年生は全く制限なしで，simp1ified editionやabridged

editi㎝でも，絵本であってもかまわないことにした。ただし。rigヨmiの長い

作品を時間をかけて読んだ場合は，前期には60ぺ一ジで一冊，後期には90ぺ一

ジで一冊分に数えることにし，origim1を読む努力を励ますようにした。2年

生に対しては，前期はsimplifiededitionを選んでも良いが，後期には全て

Origimlを読むことにした。ジャンルは自由であったが木部分は小説，それも

児重文学を選んでいる。

 提出記録はB4用紙に書式を定め，書名，著者名，出版社，出版年，ぺ一ジ

数を記入する欄，日記形式に読んだ時間とへ一ジを記録する欄，要旨およびコ

メントを書く欄を設けた。この・ummarymdCOmmentは用紙の半分のスペー

スに英文で書く。・umm・・yを書くのは’ただ読みとばすのではなく，内容を

読みとる責任を持たせるためである。COmm㎝tはきちんとした書評を書かせ

るのが目的ではない。印象に残ったことを自由に書かせ，どの程度の理解をし

ているかを教師が把握し指導の手引きとする為である。この部分は丁寧に読

み，英語の誤りを訂正し，教師からのコメントを必ずつけて返した。学生のレ

ベルや興味に合わせて次に何を読んだら良いかの指導もこの記録用紙を用いて

行った。読み方は各自が自分のぺ一スをみつける事を基本としたが，次の点は

注意した。必ずしも速読を目的としているのではないが，著者の用語や文体に

慣れると速く読めること。分からない単語はC㎝teXtで見当がつくことが多い

こと．辞書は用いたければ用いてもよいことなどである。辞書の使用について

は，作品によってはいくつかの鍵になる言葉はj］三確に知る必要があるし，学生

にとって正確な語いを増すことは大切だからだ。ただし読むのに忙しくなれ

ば，必然的に引かずにすますことになるし，それでも内容は掘めることがわか

るであろうとの仮説があった。

 英語の本を自主的に読む習慣がない大部分の学生に読む弾みをつけるために

最初の本を読む時は，授業時間を用い，全員が各自選んだ本を持って来てクラ

スで黙読することにした。1，2時間これに当てると，教師にも各学生の読み

方のパターンが分かる。学生も分かりにくい表現はその都度質間が出来る。ま

た最初の本を読みあげた時点で，各自5分ほどづつbook talkをさせ，お互い

になにをどのように読んでいるか紹介させた。意欲的に大作に取り組んでいる

者や，同じ作品を読んでいる者同志も異なった解釈が良い刺激を与えあう。教

師が紹介しても読まないような作品も，お互い同志の推薦だと手にとる。この
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book taikはその後，夏休み後や試験休み後にも行った。

 準備は図書館に棚を設け，paperbackで洋服，L0㎎man，0xford
University press，Collins Eng1ish Libraryなどのsimp1ified editionや，Puffin・

Avon，Deu，また P㎝guin，講談杜などのものから話題になっているもの

や，興味をひきそうなもの，また知られていないがぜひ読ませたいものなどを

複本をそろえて置いた。その他にも図書館では，基本方針としてそれぞれのジ

ャンルで英語の作品をなるべく多く集め，日本語の本と並べて配列しであるこ

とを説明する。

 評価法は学生に次のように説明した。規定の冊数を読み記録を提出した者は

それだけで60％は点がもらえる。それ以上は次に挙げる点のどれかに該当すれ

ば，それは評価の対象になる。数多く読んだ者，大作をじっくりと読んだ者，

深い読みが出来た者，個性的な読みをした者，大いに楽しんだ者，毎日規則的

に読んだ者，怠けていたが間に合わせるため大スピードで読みとばせた者，新

しく面白い作品を発見した者。

読みあげた量

読   み  方 1 年 生 2 年 生

読みあげた平均冊数 8 7

学習版の平均冊数 4 2．5

オリジナル版平均冊数 4 4．5

最高冊数 16 8

最低冊数 3 3

説みあげた平均ぺ一ジ数 988 1145
最高ぺ一ジ数 1762 1914
1500ぺ一ジ以上の人数 4 5

最低ぺ一ジ数 90 238

 提出された記録をまとめると学生の読みあげた数は表1のようになる。1年

生の平均冊数は8，最高は16であり，2年生は平均が7，最高が8冊である。
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これに加えて，クラス・ワークに関連して日本語のものを読むように指定した

力もあるので，分量的には個人差はあるが概ね目標を達しているといえる。

記みあげた作品

 ・implified editi㎝から読み始める者が多いが，読み進むうちにおおかたの者

が，それでは単純で面白くないと。rigimlにと移行している。その大部分は小

説で，しかも児重文学である。これはクラスでfict10nを扱わないのでその面

を補う意図もあるが，それよりも学生が興味を持って始めから終わりまで読み

通せるという意味で小説がふさわしく，また比較的plotやstyleが簡単という

意味で児童文学がふさわしい。同じ児童文学を選んではいるが1年生と2年生

の読書力にはかなりの違いがあり1年生は主として幼い子供向けのものを選

び，2年生はそれに加えてティーンエイジャー向きのものを選んでいる。

 人気があった作品：THeWo・〃ザP㎝ゐ（A・A・Mi1ne），Tゐe8炊ツげ

D㏄ωr Do〃〃e  （H．Lofting），M〃ツ  Poψ伽ns  （P．L．Tmve正s），Pψμ

Lon邸’㏄肋〃g（A．Lindgren），丁尻e Wづz〃aガ0z（F．Baum），ム。〃e伽a〃so

（Erich Kastnar），丁加〃。π，肋e W伽｛伽a肋e W〃ル。あe（C．S．Lewis），

He”（J．Spyri），Cゐ〃’o〃s Weあ（E．B．White），λBe〃Co〃ea P〃伽脚n

（M・Bond），丁加Borroωers（M・Norton）などである。

 ある作家が面白いとなるとその作品を読み続ける例も多い。L・．I．WiIder

のシリーズ，Pippiを読むとP柳｛GOe∫∫0励∫ωやPψ伽Goe5”roωa

を読む。JoanAik㎝を発見したものは〃〃Hm舳加B励㈹・α，州9”

励「as0”ル物。伽‘，TゐeW0’ws0ゴW”0「9肋ツCゐ伽eと読むb RoaldDahl

も人気がありD伽nツ肋eC加m加・nげ伽W0”やC加”emaCゐ0cδ’倣

ル・肋ツなどその続きもよく読まれた。

 BantamBooksの出しているChooseYourOwnAdventureのシリーズ，

”meM〃ゐ伽，Tんe〃α〃。m8泌m〃伽，8ecmガ肋e Pツmmカなど自分で

物語を選びながら読むものもそれなりの人気がある。

 1年生で挑戦している者もあるが，主として2年生が読んでいる作品をいく

つか拾うとL・M・MontgomeryのAmeシリーズ，L．M．AlcottのL〃e
Wom舳，Tom’s M”π桓〃C〃am（Philippa Pe肛。e），丁加C”c加r加肋e

～e（J．D．Saii㎎er），Goo〃ツe，Mr．C妙s（J．mt㎝），M，EndeやMark

Twainの作品などである。

 同様に2年生ではポピュラーな大人向きのものを読みだしている。Erich
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Segal，Agatha Christie，Carson McCa11ers，Graham Greene，Charlotte

Br㎝te，Hemi㎎wayなどの作品である。映画化されたものも目立った。Tゐe

G7m！mκ，Cゐ〃肋げ〃re，Roc妙，＆〃W〃s，肋。れ。肋eFm〃eなどで

ある。

 講談杜の日本文学の翻訳は1，2年生共通に良く読まれている。
To吻・α伽（黒柳徹子），ム〃eMomo－cゐm，Tωoム〃eα・’s Co〃ea〃”

（松谷みよ子），nm WωαK舳。尾，nree∫｛s炊s7mesf敏fe（赤川次郎），

Gm伽Reψem（新井素子），ne8m伽a P0｛∫㎝（遠藤周作），また小説以外

の”eル刎0mツガDψm∂ence（土居健郎），neα”m”αC㈱μeエ
（COlette Dow1ing）などもある。以上の棚eでも分かるように，学生の選択は

良く知られている作品に成らざるを得な一い。しかし教師のほうで勧めてみると

かなり大きな作品でも興味を持って読みこなす。次はその内のいくつかであ

る。Cynthi・Voigtの作品群HOmecOm加g，”ceヅ∫80ng，λ∫0励〃ツ別m，

Mi1dred Tay1orのRo〃げ丁肋naer He〃MシCrツ，John Rowe Townsendの

丁尻eX伽ガmMm螂。r似，またSoniaLevitinの8m〃eム伽α〃ω此D沽ツ

などである。

時間とへ一ジの記録

 読みの記録は次のような形で書く。表2と表3は1年生のある平均的学生の

最初と最後の本の記録である。

表2H．Lofting，ne8柳ツげD航。・Do肋2e，OxfordUniv．Pres・，58p．

Date Time Pages

Apri124 12：27pm一一12：42pm 1
■    一

6

2：56pm一一 3：02pm 6
I    一

7

May 5 6：25pm一一 6：32pm 7
一    一

9

May 6 8：24am一一 8：45am 10
一    一

18

12：26pm一一 1：00pm 18
一    ■

30

4：15pm一一 4：43pm 30
■    ．

42

5102pm一一 5：35pm 43
■    一

58

一148一



表3R．E．Peck，∫㎝倣ん｛ng力r∫卿，BantamBooks，184p．

Date Time Pages

January 27 8：15pm一一8：38pm 3一一 16

11：22pm一一11：38pm 16一一 25

January 28 1O：34pm一一11105pm 25一一 45

January 30 10：58am一一11：47am 49一一 80

11：45pm一一11：57pm 81一一 86

February 1 11：30pm一一11：53pm 87一一105

February 5 12：07pm一一12：23bm 105一一120

11：50pm一一12：43am 121一一156

February 6 10：35pm一一10：58pm 156－169
February 7 11：45pm一一12：08am 170一一184

 4月にはabridgedediti㎝をたどたどしく読んでいたのが，学年末には

。・igina1を読みすすめている。この学生は最後に読んだ作品への。omm㎝t

の申で‘’ItriedtoreadthisstoryinJme，butIfailedbecauseitwastoo

difficultfor me．This time I cou1d finish readi㎎at last・”と書いている。

 この記録は教師には大層参考になる。1年生がH・〃（Pe㎎uin Book，

239p・）や々〃eWOmen（K㎝kyusha・385p・）を読むのにかけている時間は

かなりのものである。しかし表4一表6で見るように2年生だと後期になれば児

童文学であれば年長者向けの作品でもごく普通の学生が楽に読みこなしてい

る。

表4R．D・h1，Dmmツ肋eC加卿｛onげ肋・Wb〃，PuffinBook・，175p．

Date Time Pages

September2 10：OOpm一一11：OOpm 7－ 16
September3 1O：OOpm一一12：OOpm 16一一33
September6 1：20pm一一4：40pm 34一一74
September7 1：OOpm一一6130pm 75一一175
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表5T．Springstubb，n・Moono〃一〇∫加mg，AnAtlanticM㎝thly

   Press Book，201p．

Date Time Pages

February 5 1：45pm一一 2：15pm 3一一 15

4：10pm一一 4：55pm 15一一 36

February 6 3：45pm一一 4：55pm 37一一 66

9：25pm一一10：25pm 67一一 96

11：35pm一一12：20am 97一一119

February 7 12130pm一一13：ユOPm ユ20一一ユ38

February 8 11：30am一一12：50pm 139一一177

2：45pm一一 3：25Pm 178一一201

表6L．M．M㎝tgome．y，λ舳。げG。舳G〃ω，penguinBook。，253p

Date Time Pages

December 20 9：OOpm一一10：OOpm 1一一 20

10：15pm一一11：45Pm 20一一 49

19：OOpm一一20：OOpm 50一一 73

December 21 8：OOam一一 9：30am 74一一102

December 22 20：00pm一一20：50pm 103一一140

December 23 10：OOpm一一11：OOPm 141＿197

13：OOpm一一14：OOpm 197一一226

December 25 10：OOpm一一11：15pm 227一一253

 この記録では読書スピードは分からない。途中で辞書を引くこともあるであ

ろうし，繰り返して読む場合もあるだろう。しかし総体としてどれほどの時間

をかけ，どれほどのぺ一スで読んでいるかは分かる。一冊の本で見ると読み始

めに比べて終わりの方でスピードが増しているのが目立つ者もあるが，それほ

ど顕著でない者も多い。年間を通じて見ると，本の難易度が異なるので簡単に

比較出来ないがそれぞれ進歩が見られる。特に難しい作品を読みあげた後はス

ピードが増す。読み方は個人差があり，毎日規則的に15－30分当てて読む者も

あれば，続けて数時間読み一日で読みあげてしまう者もいる。

感想文

 COmmentを読むと作品の受けとめ方には更に個人差があることが分かる。
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ム”‘WOmeπをある者は“、．．Iwasimpressedbykindnessand
thoughtfulness of the chamcters．Esp㏄ially，I think Mrs，March was m

ideal person。．、．After reading L〃e Wom伽I know that Alcott is a

great author and that it is naturai th刮t this story is loved a11 over the world．”

と言い，他の者は’‘．．．the peop1e inthi・st0・yaret00idea1i・ti・・nd

fault1ess，so I could te11 what would happen next before reading it．In that

sensethisbookismtinteresting．”と言う。JOn0肋伽Z”〃釧㎝・∫m馳J’

も同様に“I thinkJ㎝athan is very chami㎎．How lively he is！He enjoys

his life and makes efforts for his aim．I leamed the spirit of never－give－up

from this book．”と言い，他の者は‘‘In the begimi㎎，J㎝athm ws like a

pure－hearted1itt1e boy，1ively，funny md lovely．But at the end he seemed

to be like Christ・I felt unnaturaL Certainly Jomthan was自hard worker，

had aspimtion，md had known the meaning of love and flight．They are

important things，but I think eating is important，too．This story leaves me

・h mplea・ant fee1i㎎．”と言う。単純に楽しんで読む者もあれば，かなり批判

的に読める者も、いる。

  このComm㎝tには学生達が苦労しながらしかも真面目に取り組んでいるよ

うすが良く出ている。次は””e Pr伽eを読んだ1年生のものである。“I

read the stoτy four times・First in Japanese when I was nine・Secondly from

November to Jamary by myse1f in English．Third time…n the c1ass，and the

fourth time by myseIf again．First md second times I could not understand

the story and I was bored．At the third time I began to realize what the

story really meant a1ittle，And at the fourth time I read very carefu11y and I

mderstood a1itt1e more．Wh㎝I finished readi㎎the fourth time I felt sad，

because I don’t know how to see sheep through the wam昌。f boxes．’’

  HωC”eあe〃ツ”舳を始めに学習版で読み，次に。rigimlに挑戦したものは
’‘

ht was very，very hard to read it．There are many words I didn’t know，

many black Eng1ish md slangs、．、．But I enjoyed this work more thm

the simpIified㎝e．”と書いている。方言は当然困難を与えてはいるが学生は

それなりに生きた表現を楽しんでいるようである。∫eCm G〃6mでも“I

stmgg1ed with this book at first，however，as I read on and got used to it，
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itbecameinteresti㎎、Iwanttohearthedialet．’’と書いているし，Ro〃げ

丁此maeブHe〃MソCrツでもそのblackEnglishをHIthinktheirspoken
1anguage iS Very liVe1y・”と表現している。

 一番多いCommentは主人公の生き方を自分の在り方と重ね合わせての感想

である。HTheprotagonistsofthebooksIhadreadweremainlyyomger
thm me，in other words，they were children，However，this heroine is

about the same age，she is a woman who has just left school and begins to

stand up on her own feet in the world．So the situation is similar to mine．In

many points I could not he1p feeling as if Deirder were me．I could

understand her mind．She w㎜ted to1eave home and live by herself．My

family肛e a1ways aromd me，and I won’t leave home as Deirdre did，I may

not notice the importance of my family．However、．．”（Tゐe Moo〃。〃α

∫炉｛〃g）．彼女等は家族関係，教育問題，恋愛，社会の変化等について本から

触発され思いめぐらす。HI was a㎎ry withthese par㎝ts・I think the one

who is rea11y1onely must be Jeff’s mother，Melody．She is a1ways on the

move for the poor people，but it seems that she does not know true love．”

（λ8・肋・ツ肌・）．

 また素朴に本の世界の楽しさにひたり自分もその場にいるように感ずる読み

も多い。“Icou1dreadthisbookfast．Itwasveryinterestinξtofindoutthe

realmurderer．Iwanttotrymotherdet㏄tivestory．’’また‘‘Iwanttolive

on high mountains like Heidi，taking care of goats，making cheese，etc，I

wmt to live just to live instead of living to study．I wish I had been bom in

Switzeriand in16th century．’’

 このコメント部分は教師と学生との交流の場である。学生の感想に教師は自

分の感想を一読者として書き加え，また次に読んだらよいものを推薦する。学

生はそれが詰まらない時には文句を言い，楽しんだ時には感謝の言葉を書く。

教師が知らない作品を学生から知らされて読むこともある。その意味でこのプ

ロジェクトは教師にとって負担は多いが，たいそう楽しみなものであった。

M．学生による評価

 学生達自身はこのプロジェクトをどう感じているかを知るために最後の時間

に無記名のアンケート調査を行った。その問いと解答結果を百分比のグラフに
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して次に記す。解答者数は，講読1（31名），講読皿（28名）である。

グラフ上の数は，解答者数を示す。

A．英文を読む事に抵抗を感じなくなりましたか。

抵抗感が消えたか

ユOO

90 ％

畷 多m
80 影 移鰍
70

60 越 ．．．．．．．．

P91一一．．．．．．．1

50

40 ．．．’ PO．・1・一…．

30

20

10 1o 16 26

0

1

年
生

2     生
年     体
生

口はい

国どちらともいえない

囲いいえ

B．読書スピードが増しましたか。

         スピードは増したか
 ％

100

90
ノ’

^ 肝 彬・〃

80

70

ll；1－1＝1111戸．：∵一

60

50

40

ll㌻l11帖

30

20

13 19 32
10

o

1

年
生

2     生
年    体
全

□はい

團どちらともいえない

露いいえ
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C．単語数が増しましたか．

単語数は増したか

〃
多・．〃一

m籏
箒

㌻箏111＝＝＝・

・l11111；＝ギ1r111：111111

1∴幸11111：、

「
13 16 29

O

□はい

塵どちらともいえない

窟いいえ

1    2   全・
年   年   体
生    生

D．英語の物語を読むのが好きになりましたか。

読むのが好きか

100

X0

W0

ユ

、≒11．10三｝1。。一

煕1．、一∵61＝1・・ ‘ ノ4

鼈鼈黶

D・・ P61一．・

70

U0

T0

40

R0

Q0

二
21 40

i

口はい

圏どちらともいえない

競いいえ

1    2    生
年    年    体
生    生
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E．これからも授業で強制されなくとも自分から読み続けようと思いますか。

自発的に読むか

1oo

撃
2

90
一≡61．1 門80 一6；1

史70 i

60
i

1

50

40

30
i

20

’LL二
20 44

＿L1

年
生

2      生
年     体
全

□はい

塵どちらともいえない
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F．一ケ月に一冊読むことをどう思いますか。

一ケ月一冊はどうか
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G．時間とへ一ジの記録をすることをどう思いますか。

1．効果的である。

2．励みになった。

3．面倒だが必要と思う。

4．無意味，止めたほうがいい。

時間とへ一ジの記録
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H．コメントとサマリーを英語で書くことをどう思いますか。

  1 まとめたり考える力がついた。

  2 書くために真面目に読むから良い。

  3 負担になるから読むのもいやになり逆効果だ。

 4．無意味だ。

要約感想を英語で書く
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80

E．・一 E．一 D18・．＝1．＝≡・．1一＝1．1・

70
X＝＝1．1’一一。1一・．1－1一・

60

T0
準

40

18 20 38
1o

n

1

年
生

2

年
生

全
体

□力がついた

国役立った

脇負担逆効果

目無意味

一157一



I．自由に本を選ぶことをどう思いますか。

本を自由に選ぶことは
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J、英語の力をつけるのに役立ちましたか。

英語力がついたか
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K．このプロジェクトを続行したら良いと思いますか。。

これを続けるべきか

1
21

〒｛1一乏一 P；㌻

29 24 53

」＿

□はい

團条件つきで

囲いいえ

1  2  生年  年  体生  生
L．本はどのように選びましたか。

1．短く易しそうなものを 2．面白そうなものを 3．時により1o・2

本の選び方
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M．本はどのようにして選びましたか。

  1．booktalkを聞き面白そうだから。

  2．友達から勧められて。

  3．先生から勧められて。

  4．ベストセラーだから。

  5．日本語で読んでいたから。

  6．テレビ・映画で放映されていたから。

  7．好きな作家の作品だから。

  8．書棚で見て面白そうだから。

本の選び方
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 具体的な効果 一抵抗感㈹，読書スピード（B〕，単語数O，全体的な英語力（J）

一 についての自覚はほぼ予測していたとうりであった。英文を読むことに対

する抵抗感は此のレベルにおいては当然まだ存在するわけで，1年生で3割，

2年生で6割の者が「感じない」に肯定的な解答をしていることはかなり自信

をつけることに役立ったと言える。スピードと単語数についてはこれらを増す

ことが主目的ではないが，付随してプラス効果があるであろうとの予測をして

いた。スピードが増したと自覚している者は1年生で4割，2年生では7割あ

り，単語については1年生で4割，2年生で6割の者が増したと自覚してい

る。そして全体の英語力を付ける事には7割の者が役立ったと評価している。

効果の自覚については，石本等の調査の結果報告を見ても，客観的な効果に対

してよりも学生の自覚は控えめなように思える。23

 実施方法については，時間とへ一ジの記録。が不評であった。大層繁雑であ

ることは確かだ。しかし教師にとって参考になるし学生も「面倒だが必要」と

思う者も多い。コメントとサマリーを英語で記録することωはかなり負担とな

るので反対する者が多いのではないかと思っていたが案に相違して「力がつい

た」r役立った」との評価が9割を越した。分量（日であるが1年生は8割が適

当と思っているが，後期には就職試験を受ける2年生にとって一ケ月でオリジ

ナル作晶一冊をクラス・ワークに加えて読むのはきついと思う者もいた。作品

の自由選択に関して（I）は2年生は7割が良しとしているが，1年生はもう少し

積極的なガイドを必要としている。本の選び方（リについては書棚に並んでいる

なかから選ぶ数の多さに驚カ）された。過去に何回か推薦図書リストを作成して

渡したことがあったのだが，あまり参考にされていなかった。やはりふさわし

いタイトルを選び，図書館の書棚にさりげなく並べておくことが一番効果的な

のであろうか。

 このプロジェクトの主目的である英語で物語をよむことを好きになったかど

うか⑪には7割がrはい」と答え，これからも強制されなくとも自分から読み

続けるか（E〕には7・5割が肯定している。rこのプロジェクトを続行したら良いと

思いますか」⑫oには9割が賛成している。

w．まとめ

此のプロジェクトは「自由」読書と名付けてはいるが決して自由ではない。
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一ケ月に一冊はr強制的」に読まされるのであり，要約と感想もr強制的」に

書かせられるのである。しかしこの強制という形の指導がない場合の予測は次

の例と代わらないものとなるのではなかろうか。独協大学でのr外国語教育に

関する学生の実態調査報告』によると，1年間に教科書以外に読む英語で書か

れた本の数は英語科の学生であっても平均2．1冊であった。2’教師が指導上必

要と考えて強制する行為の弊害は，強制されたが為に，学生が興味と意欲を失

う事であろう。幸いなことに上記のアンケート結果に見られるごとく，本校の

学生においてはクラス・ワークと組み合わせ一ケ月に一冊読むという読書指導

は，それを通して英文で読む楽しさ，自信，そして意欲を持たせる結果に結び

ついたようである。教師としての気付きは，学生に対する信頼と，本の持つ力

に対する信頼である。読む本を自由に選ばせてみると，最初はsimplified

editiOnを手にするが，すぐに不満足になり自分から。・igina1editi㎝へと移行

していく。読みの基礎能力を付けておけば，自力でかなりの大作も読みあげら

れる。自分が読めるという自信がつくと，次々と読み続けていく。同様に好き

な作家や作品に出会うと次々と読んでいく。

 この自分の本と言える作品との出会いがむつかしく，しかし起こりうればす

ぱらしいことである。その為に一斉授業ではなくr自由に」模索するチャンス

が在ることがこのプロジェクトの最大のメリットであろう。内容だけでなく，

難易度についても自分の力に合った作品を自分のぺ一スで読み進められる長所

がある。

 このプロジェクトで達せられないものは深い読みである。複雑な作品になる

と自力で読めないものは当然出てくる。”｛C｛Ce加WOnaer’m∂を読んで面白

くないと言っていた学生が，文学演習の授業で教師と共に読み，初めて面白さ

が分かったと発言している。対策としては共通に読めていないものが出てきた

ときにはその作品をクラスで取り上げることも考えられる。1年生の授業の最

後に全体で読んだ”〃・P・｛n・eはその例である。

 本学の学生が「自由」読書でとりあげた作品のジャンルは主として児童文学

であったが，これも学生の興味や教師の指導，選書ガイダンスによって時事問

題，社会科学，また自然科学分野へと広げて行ける可能性がある。この試みは

短期大学のレベルにおいて，精読と組み合わせて多読を行わせる指導により，

読書本来の姿 一自分の興味・関心・目的に合わせて自分で読み物を選び読む

こと一への一歩が進められることを証明したと思える。更に工夫を重ね，読
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む楽しさを知った意欲的な読者を育てる授業を創りだしていきたい。
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8）22－40．において読書力の決め手は必ずしも語いの豊富さのみではなく，必要

なのは基本的な文法・構文・音韻の知識，そしてコンテクストがある中での語いの

拡充だとしている。

Kayoko Yamasawa and Takae Takamizu，‘Rapid Reading Tmining：A Report on

Spe・i・一丁・aini㎎Devi・e・fo・Re・di㎎E㎎li・h，’『共立女子大学紀要』XV（1972）

25－40．

石本管生・寺田祐二，一’マイクロコンピューターを用いた訓練によるリーディング
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Goman，’Te日。hi㎎Reading at the Advan㏄d Level，’Mar1ame Celce＿Murcia，

Lois McIntosh ed，Te〃〃肋〃4舳A o8ecma or F〃e妙ムm幽”8‘，（Rowley，

一163一
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 Puerto Rico，＾丁厄∫0工9砒〃此e小，XVI（December，1982）517－528、は大学生レ
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 Cele＿Murci日ψ。c〃．p．144－154．

13．YukioS日egusa，’JapaneseCo11egeStud㎝t昌’Readi㎎P・oficiency1nE㎎lish，r武

 蔵野英米文学』XVI（1983），99－117．はT O E I Cのreadi㎎の結果から，平均

 的な学生のlow profici㎝cyの原因をin・uffici㎝t expo・ure to Eng11・hとしている。

14．David Harris P．，τes〃πg亙πψsハωα8eω〃工伽g舳禦（New York＝McGrow＿

 Hill Book Co．，1969），p．59．
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 Rω∂加g Resmrcゐ9”〃ferり，VI，3（1971），338＿363．
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  6〕，p．134－149．

17．バレッテ，R．M、，デッシックス，R・S・，大友賢二監訳，r英語学習到達目標の設定』

  （玉川大学出版部，1980），p．56－57．

18．塩沢利雄，1一高校卒業段階で期待すべき読むカ，r英語教育』，XXVII，7（9月増

 刊号，1978），36－38．
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 上，この数値を変える必要はないと思われる。

20．酒井，｛蝪．は一橋大学において，筆者と同様に多量の英語への・xpo・… が読解

 力をつけるとの考えにもとづき，クラス・ワークとして，一年間20冊を読ませるこ

  とを目標にした授業を展開している。筆者の立場はe・te・Si… e・dingのみでは不十

 分で・int㎝・i・e祀・dingの授業と組合わせた形での多読授業を試みている。酒井の

 実践では，クラス全体が同一の・implified editionから読み始め，読解のチェックは

 テスト形式で初年度は出発しているが，徐々に筆者と同様に，読む資料は自由選択

 に，チェックは英文要約を書かせる形へと変化している。

21．永井智，“効果的速読指導をめざして理論より実践へ∫’r英語教育』，XXXII，4
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  1開隆堂）10－14，qnoted by松村，o戸・cづ士、，P．125－16．

22。文学作品を読解力をつける教材として用いることについては，従来いくつかの難点

  があげられてきたが，最近またその見直しもなされている。特に，S・ndra McK3y，

  ｝L1ter日ture in the ESL Classroom，・丁厄80工9阯〃ferり，XVI4（December，1982

  ），529－536．は一説得力がある。McKayは’literature is ideal for deve1oping an

 awarenessofla㎎n3geuse，’．と述べている。また’whatismostimportanttoa

 re3der in日ethetic re日dingヨs the enjoment att日ined l］y interacting with the text．
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 われる。

23．石本，’㏄．c｛グ

24．伊藤幸次et－a一．『外国語教育に関する学生の実態調査報告』 （独協大学外国語教

 育研究所，ユ984）

資料1 読書記録提出用紙見本
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資料2 アンケート用紙見本

記証自由読書アンケート

 このクラスでは，一ケ月に一冊，自分で選んだ本を読みSummaryと

COmm㎝tを書き続けてきました。このプロジェクトが，あなたの英文を読む

カを付けるのに効果があったかどうかを，自己評価してください。正直な意見

が，今後の授業を進めるうえに参考になります。あなたの意見に一番近いもの

に丸を付けてください。無記名です。

A 英文を読む事に抵抗を感じ無くなりましたか？

  1 はい    2 いいえ  3 どちらともいえない

B 読書スピードが増しましたか？

  1 はい     2 いいえ  3 どちらともいえない

C 単語数が増しましたか？

  1 はい    2 いいえ  3 どちらともいえない

D 英語の物語を読むのが好きになりましたか？

  1 はい    2 いいえ  3 どちらともいえない

E これからも授業で強制されなくとも自分から読み続けようと思っています

  か？

  1 はい    2 いいえ  3 どちらともいえない

F 一ケ月に一冊読むことをどう思いますか？

  1 丁度よい  2 多すぎる 3 少なすぎる

G 時間とへ一ジの記録をすることをどう思いましたか？

  1 無意味 止めたほうがよい 2 面倒だが必要と思う

  3 励みになった      4 効果的である

H commentとsumm趾yを英語で書くことをどう思いますか？

  1 無意味だ     2 負担になるから読むのもいやになり逆効果だ

  3 書くために真面目に読むから良い 4 まとめたり考える力がついた

I 自由に本を選ぶことをどう思いますか？

  1 良い    2 困った  3 もうすこしガイドがほしい

J 英語の力をつけるのに役立ちましたか？

  1 はい    2 いいえ  3 わからない

K このプロジェクトを続行したら良いと思いますか？一

  1 はい    2 いいえ  3 条件つきで

L 本はどのように選びましたか？
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M

1 なるべく短く易しそうなものを選んだ

2 難しそうでも面白そうなものを選んだ

3 時により1と2をまぜた

本はどのように選びましたか？

booktalkを聞き面白そうだったから

友達から勧められて

先生から勧められて

ベストセラーだから

以前に日本語で読んでいたから

テレビや映画で放映されていたから

好きな作家の作品だから

書棚で見て面白そうだったから

そのほか

N 自由に感想をどうぞ
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資料3 自由読書アンケート集計表

解答者数 1年生 31名  2年生 28名

実  数 ％

1年 2年 全体 1年 2年 全体

A 英文を読むことに祇
は  い 10 16 26 32 57 44

杭を感じなくなったカ
どちらともいえない lo 9 19 32 32 32

いいえ 11 3 14 35 ll 24

B 読書スピードが増し
は  い 13 19 32 41 68 54

六カ
どちらともいえない 14 8 22 45 29 37

いい足
5 1 6 16 6 lO

C 単語数が増したか
は  い 13 16 29 42 57 49

どちらともいえない 1o 9 19 26 14 20

いいえ 8 4 12 26 14 20

D 英語の物語を読むの
は  い 21 19 40 68 68 68

カ好き1な 式カ
どちらともいえない 1o 6 16 32 21 27

いいえ 1 3 4 3 ll 7

E これからも自分から
は  い 24 20 44 77 71 75

読み続けるカ
どちらともいえない 6 6 12 19 21 20

いいえ 0 2 2 0 7 3

F （分量）1ヵ月に1冊
よ  い 25 16 41 81 57。 69

をどう思うカ
多すぎる 6 11 17 19 39 29

少なすぎる O 1 1 o 4 2

G （記録形式〕時間と頁 効果的 6 8 14 19 29 24

の記録をすることを
励みとなった 21 ユ6 37 68 57 63

とう思うカ
面倒だが必要 1 2 3 3 7 5

無意味 2 2 4 6 7 7

H コメントとサマリー
力がついた 18 20 38 58 71 62

の記録をどう思うか
役立った 9 8 17 29 29 29

負担多く逆効果 5 3 8 16 7 14

無意味 0 O O O o o

I 自由に本を選ぶのは
よ  い 15 20 35 48 71 59

とうカ
ガイドが必要 i5 8 23 48 29 39

四つだ 1 1 2 3 4 3

J 英語力がついたか
は  い 20 21 41 65 75 69

わからない 11 6 17 35 21 29

いいえ o O o 0 o 0

K プロジェクトを続け
は  い 29 24 53 94 86 90

るべきか
条件つきで 1 2 3 3 7 5

いいえ 1 2 3 3 7 5

L 本の選び方
易しいもの 4 3 7 工3 11 12

面白そっなもの 4 3 7 13 11 玉2

時により 23 21 44 74 75 75

M 本の選ぴ方
booktalkを聞き 4 1 5 13 4 8

友だちからすすめられて 5 4 9 16 14 15

先生からすすめられて 6 6 12 19 21 20

ベストセフーだから 1 1 2 3 4 3

日本語で知っていた 6 8 14 19 29 24

アレビ映画化 4 ユ1 15 13 39 25

作家が好きだから 7 1 8 23 4 14

書棚で見て 27 25 52 87 89 88
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